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２年生進路決定へ向けキックオフ！ 

                                                   進路指導部 大矢啓正 

２年生は３学期に入りもうすぐ最終学年を迎えようとしています。これまでの２年間を

振り返って高校生活はどうだったでしょうか。目指した資格の取得、部活動での技量の上

達や体力への自信、また試合の成績には納得できたでしょうか。一方、クラスや校内外で

の友人関係もしっかり築けたでしょうか。そんな思い出多い高校生活もあと残すところ１

年となりました。この１年は今までやり残したことの仕上げが中心になるでしょうが、卒

業が頭の片隅に浮かび出すこの時期、最大の関心事は、自分の進路決定でないでしょうか。

先月末に３年生の就職および進学の体験報告会があり、先輩達の話を聞く機会がありまし

た。参考になったでしょうか。しかしながら、まだまだ自分の進路について意に介してい

ない人が多いというのが実状ではないでしょうか。２年生をはじめとする在校生は就職や

進学の実際の状況について、知る機会も少なく実感に乏しいのでしょう。その場になって

初めて考え始めるというのが例年の傾向のようです。 

そのようなこともあり、３月に地元ハローワークの学卒ジョブサポータ（就職のお世話

をしてくださる方）を招いて地元高校の就職状況を話していただく機会を計画しています。

１年生も先の事とは思わずに聞いてください。工業高校以外の高校でも昨今製造技能職へ

の就職が盛んになっており、本校と競い合うことが珍しくなくなっています。かつては三

豊工業高校というだけで、地元企業の信頼は絶大であったようですが、最近の地元企業の

採用基準は、より熱意や意欲をもち、充実した高校生活を送って成長体験をもっている高

校生を採用する方向に動いています。必ずしも工業高校で専門を習ったことだけで優位に

なる時代ではなくなっています。とりわけ、大手企業の製造現場職は、高校生以外にも高

専生や就職内定に遅れている大学生も受験することが常識になろうとしています。ともす

れば工業高校生の指定席を奪われかねません。そのようなことにならないためには、基礎・

基本的な教養を身につけ、この生徒なら入社後も着実な成長が期待できると思われるよう

な態度や振る舞いができる人材になる必要があります。２年生は今月インターンシップが

行われます。さまざまな業種や職種になりますが、働くことの大切さや充実感、または大

変さを学び、この機会を就職への第一歩にしましょう。 

ところで、３年生は全員すでに内定が決まっていますが、例年この時期「満足度」を調

査しています。今年は過去一番高く、７２％（４３名）の人が自分の進路に満足している

との結果が得られました。どちらでもないが２５％（１５名）で、不満と答えた人は３％

（２名）でした。その要因は、競合で希望する会社が選べず、就職試験で実力が発揮でき

なかったことなどが考えられます。 

 

 

 

 

 

平成２６年２月１日 

  No.１１４ 

おわりに、２年生には、今後の進路決定に向

けた取り組みを早めにするよう気持ちをしっか

り切り換え、今から企業研究を始めるなどをし

て期待される高校生になるよう磨き上げてくだ

さい。就職本番までのあと半年、学業にも部活

にも力を入れて取り組み、満足のいく進路決定

を目指しましょう。さあ進路決定に向かって試

合開始。キックオフです。 



 

 

平成２６年             行事予定表 

 

２月



 

人権映画開催！ 

 

１２月１８日(水)に『天国からのエー

ル』を上映しました。例年だと冷気に耐

えながらの観賞となっていましたが、今

年からは体育館用ジェットヒーターが使

用され、作品に集中しやすくなりました。 

今年度の上映作品は、夢を持つ高校生

を応援するため無料の音楽スタジオ「あ

じさい音楽村」を作り、「あいさつをする

こと、赤点を取らないこと、人の痛みがわかる人間になること」を条件に若者たちの夢を

後押しした仲宗根陽さんの実話がもとになっていました。ガンに冒され自らの余命を知り

ながらも、懸命に若者たちを応援し続けた主人公を、俳優の阿部寛さんが熱演されていま

した。 

人に思いを伝えること、人の思いを受け取ること、人とのかかわりあいのなかで人が成

長していくこと…。映画をとおして、三豊工生にも仲宗根陽さんの熱い思いが伝わったと

思います。自分も何かに頑張らねばという気持になりました。生徒、保護者、教員ともに

楽しめた映画でした。 

 

 
交通講話が開催されました！ 

 

１２月２０日（金）体育館にて、全校生・職員を対象にして、観音寺警察署 荻田広邦 

交通課長（本校ＯＢ・昭和５６年・電子科卒）より交通講話がありました。 

最初に、ＤＶＤ「自転車は車の仲間です。」を２０分間視聴した後、交通課長より３０分

間お話がありました。ＤＶＤ上映では、自転車事故防止の為の交通ルールや事故発生時の

責任、事故の代償が分かりやすく説明されていました。また、交通課長のお話では、平成

２５年１２月１日（日）より道路交通法の一部が改正され、自転車の通行方法が左側のみ

になった事や、平成２５年度・観音寺警察署管内での交通事故発生状況及び、事故の具体

的な事例と内容を詳細に話してもらいました。 

最後に、生徒会長の垣見君よりお礼の言葉がありました。この講話は、生徒達にとって

交通安全とルールについて考える有意義な時間となりました。これからも、生徒の皆さん

は、交通安全についての意識を高めて、交通マナーの向上に努め、交通事故（特に自転車

事故）に遭わないように交通ルールを順守して行きましょう。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

ジャパンマイコンカーラリー２０１４全国大会に参加！ 

 

 平成２６年１月１２日(日)に北海道の新札幌にあるサンピアザ光の広場においてジャパ

ンマイコンカーラリー2014 全国大会が行われ、本校からは電子科 3 年安藤君が出場しまし

た。参加台数は全国から 74 台、その中から上位 8 台が決勝トーナメントに進めるという厳

しい戦いになりした。その中でも安藤君はマシンをしっかり調整し、大会に臨みましたが

決勝トーナメントへ残ることはできませんでした。 

 今回の大会に参加した安藤君が取り組んだことを後輩たちに伝え、来年度は全国優勝を

目指し、がんばってほしいと思います。 

 

 

先輩講話が開催されました！ 

 

平成２６年１月１７日（金）に技能五輪全国大会メカトロニクス職種で金メダルに輝い

た岸上尚哉君（平成２３年３月電子科卒業）の先輩講話が行われました。「後輩に伝えたい

こと」というテーマで、有意義な話を聞かせてくれました。内容の一部を紹介します。 

・メカトロ部で全国大会出場を目指したこと、ものづくりコンテストに挑戦したこと、

電子機器組立技能士などの資格取得に励んだことで今の自分がある。 

・校訓「事上錬磨」の意味を知っておこう。社会人として働いている今、まさにこの言

葉の重みを感じている。 

・株式会社豊田自動織機（トヨタ自動車などトヨタグループの発祥の会社）に学園生と

して入社し、１年目は技術技能を学ばせてもらった。２年目以降は技能五輪選手に立

候補し、２４年度は敢闘賞、２５年度に念願の金メダルを獲得した。 

・後輩のみなさんへのアドバイスとしては、コミュニケーション能力を身につけること、

資格取得など自分のスキルを高めることが大切。今できることは勉強、部活動。 

・会社で技能五輪選手に対して行っているメンタルトレーニングで参考にしてほしいこ

と。①大きな目標を立てる、その下に達成可能な複数の目標を設定し、そこから取り

組む。②目標の達成には、３つのＣ（Chance・Challenge・Change）を意識する。 

岸上君は、卒業して３年目という若さながらも、自身の体験をもとに堂々とした態度で

講演をしてくれました。今日の講演の内容をしっかり受け止め、１、２年生はこれからの

高校生活、また３年生は４月からの新しい生活に役立ててほしいと思います。 
 

 


